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6
月
21
日
、
第
22
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類

引
き
下
げ
と
な
り
、
4
年
ぶ
り
の
高
根

沢
町
町
民
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
本
人
出
席
80
名
（
前
年
28
名
）

で
コ
ロ
ナ
前
の
出
席
状
況
ま
で
は
戻
ら

な
い
ま
で
も
、
少
し
ず
つ
対
面
で
の
活

動
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感

じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
長
団
に

は
郡
司
和
夫

氏
（
那
須
塩	

原
市
）、
古
谷	

康
典
氏
（
芳

賀
町
）
が
選

出
さ
れ
、
円

滑
に
議
事
を

進
行
し
て
頂

き
、
全
議
案

と
も
原
案
通

り
可
決
承
認	

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
総

会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選

に
つ
い
て
投

票
を
行
い
ま

し
た
。
退
任

さ
れ
る
役
員

か
ら
代
表
し

て
、
松
山
前

理
事
よ
り
ご

挨
拶
が
あ
り	

ま
し
た
。
新

役
員
の
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
日
の
出
席
状
況

組
合
員	

４
４
３
名

本
人
出
席	

８
０
名

委
任
出
席	

1
名

書
面	
３
０
９
名

第
21
回
乳
質
共
励
会
表
彰

　
総
会
に
先
立
ち
、
乳
質
共
励
会
の
表

彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
敬
意
を
表

し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
５
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
、
前
田
宏
幸
氏
（
那
須
塩
原

市
）
に
特
別
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
22
回
通
常
総
会
開
催

表彰区分 支所名 組	合	員	名 連続賞 組合外表彰 表彰区分 支所名 組	合	員	名

最優秀賞

那須高原 渡 邉 牧 拓 ２年連続 県 知 事 賞

優 良 賞

那須高原 人 見 政 博
〃 熊 谷 貞 二 県 知 事 賞 〃 皆 川 健 介
〃 前 田 宏 幸 ７年連続 県 知 事 賞 〃 加 藤 拓 央
〃 石塚三愛農場㈱ 県 知 事 賞 宇 都 宮 塩野目　満　幸

宇 都 宮 植　木　　　靖 ７年連続 県 知 事 賞 県 南 大 木 宏 泰
〃 駒　場　　　久 ３年連続 県 知 事 賞 那須高原 清 水 時 雄
〃 大 野 雅 美 ２年連続 県 知 事 賞 宇 都 宮 ㈱ 菊 地 牧 場

優 秀 賞

県 南 伊 沢 琢 磨 ６年連続 農政部長賞 〃 小 森 崇 宏
那須高原 摩 庭 達 彦 農政部長賞 〃 黒 尾 賢 一
〃 ㈱ 桃 井 牧 場 ３年連続 農政部長賞 〃 鷹 箸　　 稔
〃 井 上 仁 作 農政部長賞 県 南 栁　　　吉　成

宇 都 宮 佐　藤　　　輝 農政部長賞 〃 鈴 木 輝 男
県 南 加 藤 俊 雄 那須高原 菊　地　　　功
那須高原 中 島 隆 利 〃 高 柳 智 紀
〃 室 井 忠 則 ２年連続 宇 都 宮 ㈱シルクランドファーム
〃 大 関 一 男 ２年連続 県 南 高 橋　　 剛
〃 木 澤 裕 明 那須高原 ㈲ 小 林 農 産

宇 都 宮 須 藤 貴 則 〃 ㈲ 瑞 穂 農 場
県 南 増 山 清 樹 ２年連続 宇 都 宮 小 口 和 則

以上、39名の方々が特に優秀な成績を収められました。
※敬称略

県 南 伊 澤 祥 充

第21回乳質共励会表彰者

組合長挨拶議長団　左より郡司和夫氏、古谷康典氏

退任される理事
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新
役
員
紹
介

　

６
月
21
日
開
催
の
臨
時

理
事
会
に
て
、
菊
池
理
事

長
（
非
常
勤
）、
臼
井
組
合

長
（
常
勤
）、
南
條
副
組
合

長
（
非
常
勤
）、
黒
川
専
務

理
事（
常
勤
）が
再
任
さ
れ
、

執
行
体
制
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

代表理事組合長
臼井　　勉

理　事
石塚　政隆

理　事
菊地　正明

理　事
人見　浩美

理　事
海老原哲夫

理　事
黒崎　　浩

監　事
大関　一男

代表理事理事長
菊池　一郎

専務理事
黒川　政光

理　事
石塚　　聡

代表理事副組合長
南條　弘充

理　事
金田　修一

理　事
加藤　　功

理　事
羽石　智昭

理事
斎藤　　章

第一監事
伊藤　高行

代表監事
高瀬　賢治

理　事
平山　忠男
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こ
の
た
び
、
第
22
回
通
常
総

会
後
の
臨
時
理
事
会
に
お
き
ま

し
て
組
合
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
期
で
３
期
目
と
な
り
ま

す
が
、
全
力
で
職
務
に
邁
進
す

る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
組
合
は
、
関
東
生
乳

販
連
か
ら
配
分
さ
れ
た
令
和
５

年
度
出
荷
目
標
数
量
を
ふ
ま
え
、

需
給
均
衡
を
図
る
た
め
出
荷
目

標
数
量
を
設
定
し
、
個
々
に
目

標
数
量
内
で
の
生
産
に
向
け
た

取
組
み
を
お
願
い
し
、
抑
制
型

の
生
乳
生
産
体
制
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
取
組
み
に
あ
た
っ

て
は
、
生
乳
の
需
給
動
向
に
注

視
し
、
関
東
生
乳
販
連
と
連
携

協
調
し
た
対
応
を
図
り
、
生
乳

生
産
基
盤
の
維
持
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
生
乳
の
需
給
動
向
は

い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
酪

農
の
廃
業
が
進
ん
で
お
り
、
先

行
き
の
不
安
を
解
消
す
る
う
え

で
生
産
現
場
に
対
す
る
支
援
強

化
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
組
合

は
組
織
を
あ
げ
て
各
種
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、
国
・
県
等
に
対

し
て
支
援
拡
充
を
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
組
合
の
第
６
期

中
期
構
想
の
最
終
年
度
と
な
り

ま
す
が
、「
多
様
な
酪
農
の
成
長

を
支
え
、
持
続
可
能
な
酪
農
を

目
指
す
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、

事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
は
も
と
よ

り
関
係
各
位
の
特
段
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
、
組
合
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
６
月

　
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
総
務
経
済

委
員
長
に
金
田
修
一
氏
、
副
委
員
長
に

平
山
忠
男
氏
、
業
務
委
員
長
に
石
塚
政

隆
氏
、
副
委
員
長
に
羽
石
智
昭
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
事
会
に
お
い
て
、
代
表
監

事
に
高
瀬
賢
治
氏
、
第
一
監
事
に
伊
藤

高
行
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
役
員
の
専
門
委
員
会
分
担
に
つ
い

て
は
別
表
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

組
合
長
就
任
挨
拶	

代
表
理
事
組
合
長　
臼
井　
　
勉

専門委員会名簿
委 員 会 名 総務経済委員会 業務委員会
委 員 長 名 金　田　修　一 石　塚　政　隆
副委員長名 平　山　忠　男 羽　石　智　昭

委　員　名

南　條　弘　充 南　條　弘　充
黒　川　政　光 黒　川　政　光
菊　地　正　明 石　塚　　　聡
黒　崎　　　浩 海老原　哲　夫
人　見　浩　美 加　藤　　　功

斎　藤　　　章

陪 席 監 事 高　瀬　賢　治 伊　藤　高　行
大　関　一　男

専
門
委
員
会
・

監
事
会
に
つ
い
て
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牛
乳
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
、
7
月
13

日
に
栃
木
県
庁
に
て
お
披
露
目
と
な
り

ま
し
た
。

　
県
内
産
牛
乳
等
の
販
売
及
び
チ
ラ
シ

や
グ
ッ
ズ
の
配
布
に
よ
り
、
一
般
消
費

者
へ
の
牛
乳
の
良
さ
や
利
用
価
値
を
発

信
し
、家
庭
内
で
の
活
用
を
促
進
さ
せ
、

更
な
る
牛
乳
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
今
後
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

に
出
向
き
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
予
定
で

す
。

　

臼
井
勉
栃
木
県
牛
乳
普
及
協
会
長

は
、「
年
間
40
回
か
ら
50
回
の
稼
働
を

行
い
、
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。」

と
意
気
込
み
を
述
べ
、
福
田
富
一
栃
木

県
知
事
は
「
8
月
は
『
と
ち
ぎ
☆
夏
ミ

ル
ク
』、12
月
は『
と
ち
ぎ
☆
冬
ミ
ル
ク
』

を
合
言
葉
に
、
栃
木
県
民
牛
乳
消
費
拡

大
月
間
に
す
る
。」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
フ
レ
ー
バ
ー
ミ
ル
ク
の
試

飲
が
行
わ
れ
、
写
真
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

選
べ
ま
し
た
。
味
の
想
像
が
で
き
な
い

興
味
か
ら
か
、
青
空
ミ
ル
ク
を
多
く
の

方
が
頼
ん
で
い
ま
し
た
。
中
身
を
お
聞

き
し
た
ら
、
ブ
ル
ー
キ
ュ
ラ
ソ
ー
シ

ロ
ッ
プ
と
の
こ
と
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
天
気
は
抜
け
る
よ
う
な
青
空
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
キ
ン
キ
ン
に

冷
え
た
牛
乳
と
青
空
色
の
シ
ロ
ッ
プ
で

爽
や
か
に
頂
け
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
見
か
け
ま
し
た
ら
是
非
飲
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
お
披
露
目
の
様
子
は

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
栃
木
県
牛
乳
普
及

協
会
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
月
の
主
な
出
展
イ
ベ
ン
ト
予
定

８
／
17
㈭　
宇
都
宮
市
文
化
会
館（
宇
都
宮
市
）

８
／
20
㈰　
ミ
ナ
テ
ラ
ス
と
ち
ぎ（
宇
都
宮
市
）

８
／
24
㈭　
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア（
宇
都
宮
市
）

８
／
26
㈯　
農
業
試
験
場（
宇
都
宮
市
）

栃
木
県
産
牛
乳
の
普
及
啓
蒙

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
お
披
露
目
式

式典の様子

臼井会長の挨拶キッチンカー

青空ミルクと県庁舎 メニュー



6酪農とちぎ農業協同組合　2023．8．8

那
須
高
原
支
所

地
元
酪
農
家
が
全
面
協
力
！

小
学
校
で
乳
搾
り
＆

バ
タ
ー
作
り
体
験
実
施
！

　
７
月
４
日
、
那
須
塩
原
市
の
前
田
宏

幸
牧
場
協
力
の
下
、
那
須
塩
原
市
立
東

原
小
学
校
で
乳
搾
り
体
験
と
バ
タ
ー
作

り
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
学
校

行
事
と
し
て
、
地
域
の
酪
農
へ
の
理
解

と
、
食
育
に
お
け
る
牛
乳
へ
の
理
解
を

深
め
、
児
童
の
「
食
」
及
び
「
酪
農
」

へ
の
関
心
を
高
め
豊
か
な
情
操
を
身
に

付
け
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
最
寄
り
の
前
田

牧
場
で
開
催
協
力
し
て
お
り
、
既
に
10

年
以
上
継
続
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
学

校
に
は
搾
乳
牛
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
子

牛
、
Ｆ
１
子
牛
を
１
頭
ず
つ
連
れ
て
い

き
、
児
童
が
近
く
で
触
れ
合
え
る
ス
タ

イ
ル
で
実
施
し
て
お
り
毎
年
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
午
前
中
に
１

年
生
が
乳
搾
り
と
バ
タ
ー
作
り
を
体
験

し
、
昼
休
み
に
は
全
学
年
の
児
童
総
勢

２
０
８
名
が
乳
搾
り
体
験
な
ど
で
牛
と

触
れ
合
い
ま
し
た
。

　
乳
搾
り
体
験
で
は
、
１
人
ず
つ
順
番

に
搾
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
コ

ツ
を
掴
ん
で
上
手
に
搾
れ
る
子
も
い
れ

ば
、
怖
が
っ
て
な
か
な
か
近
寄
れ
な
い

子
も
お
り
、
反
応
は
十
人
十
色
で
し
た

が
、
子
供
達
は
み
ん
な
牛
に
興
味
津
々

で
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
搾
乳
牛
に
聴
診
器
を
当
て
て

心
音
を
聴
い
た
り
、
子
牛
の
哺
乳
体
験

も
行
い
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
と

く
に
子
牛
コ
ー
ナ
ー
は
、
さ
な
が
ら
子

供
達
の
ア
イ
ド
ル
で
終
始
大
人
気
な
様

子
で
し
た
。

　

１
年
生
の
バ
タ
ー
作
り
体
験
で
は
、

生
ク
リ
ー
ム
入
り
の
カ
ッ
プ
を
１
人
１

人
に
配
り
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
出
来

た
バ
タ
ー
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
付
け
て
美

味
し
く
味
わ
っ
て
頂
き
、
と
て
も
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
に
牛
乳
と

ミ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
子
供
達
に
は
楽
し
い
思
い
出

を
作
っ
て
頂
く
事
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
今
回
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、

酪
農
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
国
産
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
の
一
助
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
多
忙
の
中
、

ご
対
応
頂
い
た
前
田
牧
場
及
び
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
牛
乳
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
？
」

地
元
小
学
生
、
支
所
・
Ｃ
Ｓ
訪
問

　
７
月
10
日
、
那
須
塩
原
市
立
豊
浦
小

学
校
の
３
年
生
（
児
童
48
名
）
が
、
給

食
や
食
卓
に
並
ぶ
牛
乳
が
ど
う
作
ら
れ

て
自
分
た
ち
の
手
元
に
届
く
の
か
学
ぶ

た
め
社
会
科
見
学
に
来
ま
し
た
。

　
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
の
方
で
は
酪
農
家
が

搾
っ
た
生
乳
が
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
集

め
ら
れ
品
質
検
査
を
受
け
貯
蔵
さ
れ
る

様
子
を
見
て
回
り
、
支
所
で
は
酪
農
家

の
仕
事
内
容
や
牛
乳
が
食
卓
に
並
ぶ
ま

で
の
工
程
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
も
交
え

な
が
ら
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
児
童
に
明
治
お
い
し
い
牛

乳
を
配
り
飲
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
が
、

「
と
っ
て
も
美
味
し
い
!!
」
と
い
う
沢

山
の
声
と
笑
顔
、「
毎
日
牛
乳
を
飲
ん

で
い
る
よ
！
」
と
い
う
嬉
し
い
声
も
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
所

真
岡
市
沖
酪
農
協
が

創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
真
岡
市
沖
酪
農
協
同
組
合
（
國
母
孝

至
組
合
長
）
が
創
立
70
周
年
を
迎
え
、

７
月
12
日
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

て
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
組
合
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。「
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

ら
れ
た
事
は
、
先
人
の
教
え
と
関
係
者

の
ご
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
、
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も

沖
酪
農
組
合
が
存
続
し
て
い
る
こ
と

は
、
皆
で
考
え
、
そ
し
て
力
を
併
せ
対

応
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
幾
多
の
難
局

も
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
10
年
後
の
80
周
年
に
向

け
、
次
世
代
の
後
継
者
と
共
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。」

　
ま
た
式
次
第
の
中
で
、
発
足
後
10
年

経
っ
た
当
時
の
先
人
の
想
い
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

～
沖
酪
農
組
織
を
支
え
る
も
の
～

　
〈
昭
和
38
年
４
月
発
刊
よ
り
抜
粋
〉

　
「
落
伍
者
を
出
す
な
」
そ
れ
は
、
そ

の
様
な
体
験
の
中
か
ら
感
じ
取
っ
た
呼

び
掛
け
で
あ
る
。
正
に
尊
い
呼
び
掛
け

で
あ
る
。
私
達
の
組
織
は
大
き
く
な
っ

た
。
し
か
し
私
達
は
何
時
で
も
、
何
度

で
も
こ
こ
ま
で
戻
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

れ
は
感
情
的
に
も
意
識
的
に
も
、
共
同

生
活
で
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
問
題
は
、
素
朴
な
そ
こ
か
ら
出

発
し
発
展
さ
す
べ
き
だ
と
も
云
え
る
で

あ
ろ
う
し
、
又
そ
こ
に
帰
結
す
る
と
も

云
え
る
か
ら
だ
。

　
「
抱
き
っ
こ
」
で
行
こ
う
。
そ
れ
を

組
織
し
て
行
こ
う
。
ど
こ
ま
で
も
組
織

し
て
行
こ
う
。
組
織
こ
そ
素
朴
な
希
求

を
恒
常
的
に
成
功
に
導
く
も
の
だ
と
信

じ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
長
か
っ
た
と
思
う
。
短
か
っ
た
と
も

思
う
。
と
に
か
く
10
年
経
っ
た
。
こ
れ

か
ら
だ
と
思
う
。
う
ん
と
勉
強
し
て
、

努
力
し
て
、抱
き
合
っ
て
成
功
し
た
い
。

　
以
上
が
、
当
時
の
組
合
員
の
想
い
で

あ
り
、
改
め
て
皆
が
思
い
返
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
組
合
長
の
挨
拶
同
様

に
「
80
周
年
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
」
と

い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
も
組
織
が
益
々
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
式
典
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

元気な豊浦小学校の生徒達
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業
務
部

●
哺
育
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
談
会
を
開
催

　
哺
育
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
2
月

27
日
酪
農
と
ち
ぎ
那
須
高
原
支
所
に
て
、

過
去
に
視
察
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
4

戸
の
農
家
の
哺
育
担
当
者
、
総
勢
6
名

に
参
集
し
て
も
ら
い
、
哺
育
育
成
管
理
に

つ
い
て
座
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
飼
育
管
理
に
は
正
解
は
無
く
、
状
況

に
応
じ
た
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
哺
育

育
成
管
理
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

様
々
な
経
営
規
模
農
家
で
ど
の
よ
う
な

管
理
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
農
家
同
士

で
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
知
見
や

交
流
を
広
め
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
、

今
回
の
座
談
会
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

～
談
話
内
容
～

①
出
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

　
自
然
分
娩
後
は
、な
る
べ
く
親
の
リ
ッ

キ
ン
グ
に
任
せ
、
子
牛
の
体
を
乾
か
す

方
が
多
く
、
そ
の
他
に
は
、
タ
オ
ル
や

綺
麗
な
藁
で
拭
く
方
法
が
と
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
場
に
は
カ
ー
フ

ウ
ォ
ー
マ
ー
で
温
め
る
と
、
臍
部
の
乾

き
も
良
く
、
効
率
的
に
牛
体
を
乾
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
農
家
で
は
、
生
ま
れ
た
後
、
牛

体
が
濡
れ
た
ま
ま
で
は
低
体
温
症
に
な

り
、
初
乳
の
飲
み
に
も
繋
が
り
将
来
的

に
も
弱
い
牛
に
な
る
の
で
、
濡
れ
た
ま
ま

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ほ
か
に
、
難
産
後
の
元
気

の
な
い
、
呼
吸
の
弱
い
子
牛
は
、
吊
る

す
な
ど
し
て
羊
水
を
出
し
、
子
牛
用
人

工
呼
吸
器
を
使
用
す
る
こ
と
で
窒
息
事

故
が
減
少
し
た
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

②
初
乳
給
与
方
法
に
つ
い
て

　

初
乳
に
関
し
て
は
、
一
回
目
は
冷
凍

初
乳
、
二
回
目
か
ら
は
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ

ズ
し
た
初
乳
を
給
与
し
て
い
る
農
家
が

多
く
、
な
る
べ
く
飲
め
る
だ
け
飲
ま
せ

る
と
い
う
量
を
重
視
す
る
方
針
で
し
た
。

ど
の
農
家
も
1
回
に
最
低
2
リ
ッ
ト
ル

飲
ん
で
い
れ
ば
安
心
と
い
う
認
識
で
し

た
。
ま
た
、
初
乳
を
糖
度
計
※
で
測
り
、

20
％
以
下
の
数
値
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

免
疫
抗
体
が
少
な
い
と
判
断
し
、
初
乳

製
剤
を
足
す
工
夫
を
し
て
い
る
農
家
も

あ
り
ま
し
た
。
冷
凍
初
乳
の
保
管
方
法

に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
い
れ
て
保
管
し
て
い
た
が
、
ジ
ッ

プ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
方
が
溶
け
や
す
く

て
良
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

※
初
乳
の
品
質
（
濃
度
）
を
確
認
す
る
時
に
使
用

③
疾
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

　

ど
の
農
家
も
疾
病
予
防
の
た
め
に
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
し
て
お
り
、
実
際
に
疾
病

に
罹
っ
て
か
ら
の
治
療
代
よ
り
も
、
先
ん

じ
て
予
防
を
行
う
こ
と
で
費
用
対
効
果

を
大
い
に
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
牛
下
痢
５
種
混
合
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

を
乾
乳
牛
に
接
種
す
る
こ
と
で
、
初
乳

の
抗
体
価
を
高
め
、
出
生
子
牛
の
下
痢

予
防
を
行
う
の
と
伴
に
、
母
牛
自
身
も

大
腸
菌
性
の
乳
房
炎
に
な
り
に
く
い
と

い
う
予
防
効
果
を
感
じ
て
い
る
農
家
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
※
※
を
出
生
後
数
日
で
使
用
す
る
こ

と
で
、早
期
の
肺
炎
予
防
を
行
う
ほ
か
、

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
に
移
動
す
る
際
に

使
用
し
、
移
動
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
肺
炎

を
予
防
す
る
策
を
と
っ
て
い
る
農
家
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
次
亜
塩
素

酸
の
牛
舎
内
噴
霧
消
毒
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
の
発
生
が
抑
え

ら
れ
、
肺
炎
予
防
に
効
果
が
あ
っ
た
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

※
※
呼
吸
器
病
予
防
の
鼻
腔
粘
膜
ワ
ク
チ
ン

２
．
座
談
会
を
終
え
て

　
今
回
の
座
談
会
で
は
、
参
加
者
同
士

で
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
皆
さ

ん
疾
病
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
元
気

な
子
牛
を
育

て
る
こ
と

は
、
酪
農
経

営
に
と
っ
て

も
重
要
な
課

題
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ

う
な
情
報
交
換
の
場
を
更
に
設
け
て
欲

し
い
と
の
声
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
た
今
、
農
家

同
士
の
交
流
や
技
術
向
上
に
繋
が
る
よ

う
、
哺
育
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

今
後
も
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
概
要

農
家
①　
飼
養
頭
数
：
経
産
３
７
０
頭
、

育
成
２
７
０
頭　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
・

フ
リ
ー
バ
ー
ン

農
家
②　
飼
養
頭
数
：
経
産
１
４
６
頭
、

育
成
１
４
８
頭　
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

農
家
③　
飼
育
頭
数
：
経
産
２
３
４
頭
、

育
成
１
３
２
頭　
フ
リ
ー
バ
ー
ン

農
家
④　
飼
育
頭
数
：
経
産
１
０
４
頭
、

育
成
71
頭　
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

◆	

記
載
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

各
支
所
に
哺
育
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
が
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



9 酪農とちぎ農業協同組合　2023．8．8

●
酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
本
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　
７
月
５
日
、
に
し
な
す
の
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
青
年
部
本
部
（
永

嶋
俊
太
郎
部
長
）
主
催
令
和
５
年
度
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
支

部
よ
り
７
チ
ー
ム
約
85
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
、
降
雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
早
朝
に
は
落
ち
着
き
、
曇
り
模
様

で
涼
し
い
天
候
の
中
で
試
合
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

試
合
は
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
、

塩
原・西
那
須
野
チ
ー
ム
、那
須
南
チ
ー

ム
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
結
果
は

表
の
と
お
り
で
す
。青
年
部
員
の
皆
様
、

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
様
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

●
全
酪
連
東
京
支
所

乳
用
種
経
産
肥
育
牛
枝
肉
共
励
会
開
催

　

令
和
5
年
6
月
10
日
に
、
全
酪
連
東

京
支
所
乳
用
種
枝
肉
共
励
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
7
農
協
よ
り
24
頭

の
出
品
が
あ
り
、
当
組
合
か
ら
は
12
頭

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
出
品
さ
れ
た
牛
は
、
肥
育
期
間

が
1
ヶ
月
か
ら
18
カ
月
と
幅
が
広
く
、

枝
肉
重
量
は
平
均
で
３
８
８
㎏
大
き
い

も
の
で
は
５
０
０
㎏
を
超
え
る
肉
量
豊

富
な
も
の
ま
で
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
枝

肉
単
価
は
、
最
高
額
で
１
，	０
０
０
円
、

平
均
６
６
３
円
、
出
品
牛
の
約
9
割
が

枝
肉
単
価
６
０
０
円
以
上
と
満
足
で
き

る
価
格
が
付
き
ま
し
た
。
本
組
合
で
は

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
大
き

な
成
果
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

乳
用
種
の
経
産
牛
は
肉
用
牛
と
比
べ

る
と
肉
質
や
歩
留
ま
り
は
劣
り
ま
す
が
、

肥
育
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
付
け
る

こ
と
が
で
き
、
費
用
対
効
果
を
考
え
て

も
安
定
的
な
副
産
物
収
入
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
受
賞
さ
れ
た

皆
様
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
最
優
秀
賞
…
…
人
見　
秀
昭 

さ
ん

〇
優 

秀 

賞
…
…
㈱
佐
藤
牧
場 

さ
ん

令和５年度青年部本部ソフトボール大会結果
開催場所：那須塩原市にしなすのスポーツプラザ
ブロック 優　勝 準優勝 ３　位 ４　位
A

ブロック
塩原
西那須野 大田原 黒磯A

B
ブロック 那須南 塩谷・宇河今市

芳賀・河下合同 黒磯 B 那須

枝肉共励会　最優秀賞　人見秀昭氏出品牛枝肉断面

枝肉共励会　研修風景

枝肉共励会　受賞者　㈱佐藤牧場　佐藤和幸 氏

那須地域就農相談会を開催します
　那須地域就農支援ネットワーク会議（事務局：栃木
県那須農業振興事務所）では、大田原市・那須塩原市・
那須町で就農（Uターン・新規参入など）を考えてい
る方を対象に、農業経営開始までのプロセスや作目の
選定、就農支援制度に関する相談会を開催します。
と　き：令和５年８月27日（日曜日）

※原則事前申込・オンライン希望可
午前の部　10：00～ 12：00（受付　９：45～ 11：10）
午後の部　13：00～ 15：00（受付　12：45～ 14：10）

ところ：那須野農業協同組合本店会議室（栃木県那須塩原市黒磯６番地１）
申込先：那須農業振興事務所　経営普及部　経営指導担当宛て

電話番号　0287－22－2826（月曜日～金曜日の８：30～17：00　祝祭日を除く）
８月18日（金曜日）までにお申し込みください。
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生
乳
受
託
課

　

令
和
５
年
６
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
２
０
，	８
０
７
ｔ
（
前
年
比

95
・
5
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
各
支

所
の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高
原
支
所

１
４
，	７
９
１
ｔ
（
前
年
比
97・1
％
）、

宇
都
宮
支
所
６
，	０
１
６
ｔ
（
同
91
・

9
％
）
と
な
り
、
出
荷
者
数
は
前
年
同

月
よ
り
18
戸
減
の
３
２
２
戸
（
内
、
学

校
1
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
3
・
80
％
（
前
年
差+

０
・
01
％
）、

無
脂
固
形
分
率
8
・
82
％
（
同+

０
・

02
％
）
と
乳
成
分
は
上
が
り
、
体
細
胞

数
に
つ
い
て
は
19
・
36
万
（
同+

１
・

3
万
）
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
6
月
の
総
受
託
乳

量
は
８
４
，	９
２
６
ｔ
（
前
年
比
95
・

6
％
）
と
な
り
、
8
ヶ
月
連
続
し
前
年

を
下
回
る
状
況
で
す
。
用
途
別
販
売
数

量
を
見
る
と
、
飲
用
全
体
と
し
て
は
値

上
げ
・
イ
ン
フ
レ
の
影
響
に
よ
る
消
費

減
退
が
続
き
前
年
比
96
・
4
％
と
な
っ

た
ほ
か
、
は
っ
酵
乳
等
向
け
が
前
年
比

95
・
4
％
、
脱
粉
・
バ
タ
ー
等
向
け
が

89
・
4
％
と
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
生
産
量
は
95
・
5
％
と
11
ヶ

月
連
続
し
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
内

訳
は
北
海
道
が
96
・
4
％
、
都
府
県
が

94・3
％
の
前
年
比
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、令
和
5
年
6
月
度
の
生
産
量・

乳
質
、
及
び
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別

販
売
数
量
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　那須高原　　　 　宇都宮　　　 　令和５年度　　　 　令和４年度

24
23
22
21
20
19
18
17
16
15

万個／㎖  体細胞数の推移

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

トン  乳量の推移
24,000
23,000
22,000
21,000
20,000
19,000
18,000
17,000
16,000
15,000

4.20

4.10

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

％  脂肪率の推移

9.00

8.95

8.90

8.85

8.80

8.75

8.70

8.65

8.60

％  無脂乳固形分の推移

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月10月11月12月１月 ２月 ３月

	 令和５年度　関東生乳販連用途別販売数量	 （単位：kg・％）

用　　途 ６月期実績 前年同期
実　　績 前年比 ６月末実績

（累計）
前年同期
実　　績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 65,495,860 67,939,682	 96.4	 198,793,252 204,338,831	 97.3	
（うち学校を除く飲用） 52,612,178 54,788,504	 96.0	 165,364,097 170,929,732	 96.7	
（ う ち 学 校 向 け ） 12,883,682 13,151,178	 98.0	 33,429,155 33,409,099	 100.1	
は っ 酵 乳 向 け 11,533,995 12,083,993	 95.4	 35,162,658 36,651,958	 95.9	
脱粉・バター等向け 6,811,457 7,621,905	 89.4	 27,499,451 33,114,529	 83.0	
生 ク リ ー ム 等 向 け 989,855 1,068,658	 92.6	 3,049,825 3,194,186	 95.5	
チ ー ズ 向 け 94,552 106,133	 89.1	 330,688 325,473	 101.6	
総 受 託 乳 量 84,925,719 88,820,371	 95.6	 264,835,874 277,624,977	 95.4	
脱粉・バター等向け比率 8.02 8.58	 － 10.38 11.93	 －
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３
月
度
理
事
会
（
３
月
31
日
）

報
告
事
項

１　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

２　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

３　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

４　
職
員
人
事
に
つ
い
て

７　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　
２
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

２　

	

令
和
５
年
度
事
業
運
営
に
関
す
る

理
事
会
附
議
事
項
に
つ
い
て

⑴　
借
入
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

⑵　
当
座
借
越
限
度
設
定
に
つ
い
て

⑶　

	

一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の

最
高
限
度
額
及
び
貸
付
利
率
の
最

高
限
度
に
つ
い
て

３　

	

令
和
５
年
度
乳
代
手
数
料
及
び
事

業
賦
課
金
の
設
定
（
暫
定
）
に
つ
い
て

４　

	

令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対

策
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

５　

	

令
和
５
年
度
生
乳
出
荷
奨
励
実
施

要
領
（
案
）
に
つ
い
て

６　

	

令
和
５
年
度
拠
出
金
等
の
控
除
に

つ
い
て

７　

	

令
和
５
年
度
配
合
飼
料
・
粗
飼
料

及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
供
給
量
別
利
用
奨

励
措
置
（
案
）
に
つ
い
て

８　

	

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

計
画
（
案
）
及
び
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

事
業
計
画
及
び
収
支
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

９　
第
22
回
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会
（
4
月
4
日
）

協
議
事
項

１	　
令
和
５
年
度
生
産
目
標
数
量
の
設

定
に
つ
い
て

４
月
度
理
事
会
（
4
月
28
日
）

報
告
事
項

１　
組
合
員
の
予
告
脱
退
に
つ
い
て

２　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

３　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

４　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

５　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

６　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

７　

	
子
会
社
（
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
）
令
和
４
年
度
事
業
実
績
に

つ
い
て

協
議
事
項

１　

	

３
月
度
及
び
令
和
４
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て

２　

	

令
和
５
年
度
配
合
飼
料
等
特
別
緊

急
対
策
金
措
置
（
案
）
に
つ
い
て

３　
定
款
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

４　

	

第
22
回
通
常
総
会
の
附
議
事
項
に

つ
い
て

５　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

６　

	

役
員
推
薦
委
員（
組
合
全
域
1
名
）

の
選
出
に
つ
い
て

５
月
度
理
事
会
（
5
月
31
日
）

報
告
事
項

１　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

２　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

３　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

４　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

５　
役
員
推
薦
会
議
報
告
に
つ
い
て

６　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　
令
和
４
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

２　

	

令
和
４
年
度
損
失
金
処
理
（
案
）

に
つ
い
て

３　
総
会
附
議
事
項
に
つ
い
て

⑴　
第
2
号
議
案　
目
的
積
立
金
の

廃
止
及
び
創
設
に
つ
い
て

⑵　

	

第
6
号
議
案　
外
部
出
資
に
つ

い
て

⑶　

	

第
9
号
議
案　
退
任
理
事
に
対

す
る
退
任
給
与
金
の
贈
呈
に
つ
い
て

４　

	

第
21
回
乳
質
共
励
会
表
彰
（
案
）

に
つ
い
て

５　
４
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

６　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会
（
6
月
21
日
）

協
議
事
項

１　
執
行
体
制
に
つ
い
て

２　
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

３　
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

４　
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

５　
	

専
門
委
員
会
分
担
及
び
正
副
委
員

長
の
互
選
に
つ
い
て

６
月
度
理
事
会
（
6
月
30
日
）

報
告
事
項

１　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

２　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

３　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

４　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

２　
退
任
理
事
に
対
す
る
退
任
給
与
金

の
贈
呈
に
つ
い
て

３　

	

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ

い
て

４　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

５　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

６　

	

令
和
５
年
度
中
小
酪
農
等
経
営
生

産
基
盤
・
飼
養
管
理
改
善
対
策
事
業

の
対
応
に
つ
い
て

７
月
度
理
事
会
（
7
月
31
日
）

報
告
事
項

１　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

２　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

３　

	

賃
上
げ
及
び
夏
季
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

４　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

５　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

６　
乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

７　

	

子
会
社
の
第
１
四
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

８　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　

	

６
月
度
及
び
第
１
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

２　

	

特
別
管
理
未
収
金
に
関
わ
る
具
体

的
対
応
に
つ
い
て

３　

	

乳
質
共
励
会
実
施
規
程
の
一
部
改

定
に
つ
い
て

４　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
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《
新
入
職
員
紹
介
》

新
規
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

業
務
部
指
導
企
画
課

柳や
な
ぎ　
　
晴は
る
輝き

　
４
月
よ
り
業

務
部
指
導
企
画

課
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
、
柳

晴
輝
と
申
し
ま

す
。
出
身
は
真
岡
市
で
、
生
家
は
酪
農

を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
工
業
系

の
大
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
学

生
の
時
に
畑
作
業
な
ど
家
の
仕
事
を

手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
牛
に
興
味
を
持

ち
、
酪
農
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
工

業
系
の
大
学
校
を
卒
業
後
に
栃
木
県
農

業
大
学
校
に
進
学
い
た
し
ま
し
た
。

　
趣
味
は
、
最
近
筋
ト
レ
に
は
ま
っ
て

お
り
、
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
酪
農
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
組
合
員

の
皆
様
が
や
り
甲
斐
を
も
っ
て
楽
し
く

牛
を
飼
え
る
よ
う
に
精
一
杯
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

那
須
高
原
支
所　
業
務
推
進
課

小こ

林ば
や
し
　
祐ゆ
う
哉や

　
４
月
か
ら
那

須
高
原
支
所
に

配
属
に
な
り
ま

し
た
。
出
身
は

栃
木
県
芳
賀
町

で
す
。
私
は
牛
と
栃
木
県
の
事
が
好
き

で
、
幼
少
期
は
牧
場
へ
行
く
事
が
何
よ

り
の
楽
し
み
で
し
た
。
高
校
在
学
時
は

畜
産
を
専
攻
し
、
和
牛
の
肥
育
な
ど
を

主
に
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は

東
京
農
業
大
学
で
地
域
環
境
に
つ
い
て

学
び
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た

事
を
生
か
し
、
栃
木
県
の
酪
農
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
す
が
、少
し
で
も
早
く
慣
れ
、

組
合
員
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う

日
々
精
励
し
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。那

須
高
原
支
所　
業
務
推
進
課

益ま
し
子こ　
聖き
よ
崇た
か

　
４
月
か
ら
那

須
高
原
支
所
に

配
属
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
春

に
明
治
大
学
を

卒
業
し
入
組
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

那
須
拓
陽
高
校
在
学
時
に
酪
農
に
携
わ

る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
牛

部
に
入
部
し
ま
し
た
。
３
年
間
の
中
で

共
進
会
や
日
々
の
管
理
を
と
お
し
て
牛

が
よ
り
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
こ
の
春
か
ら
牛
に
携
わ
る
仕
事
が

で
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

　
酪
農
業
界
の
発
展
の
た
め
に
、
日
々

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇
都
宮
支
所　
業
務
推
進
課

勝か
つ
俣ま
た　
み
な

　
４
月
か
ら
宇

都
宮
支
所
に
配

属
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
大

阪
府
堺
市
出
身

で
府
内
の
農
業
高
校
に
通
い
、
畜
産
業

の
奥
深
さ
に
魅
か
れ
、
東
京
都
に
あ
る

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
へ
進
学
し
ま

し
た
。
在
学
中
は
牛
関
係
の
サ
ー
ク
ル

へ
入
り
、
酪
農
家
の
方
と
の
交
流
会
や

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
お
手
伝
い
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
次
第
に
酪
農
家
の

方
を
支
え
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

い
、
本
組
合
に
入
組
致
し
ま
し
た
。

　
栃
木
県
初
心
者
の
た
め
、
県
内
の
お

す
す
め
の
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
苦
し
い
情
勢
で
は
あ

り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
組
合

員
の
方
一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
精
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

沢
山
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
致
し
ま
す
。
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６月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕
市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格 （そのうち ET牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
豊 富 ６月 ８ 日 259 234 90.3% 392 8 6 516
十 勝 ６月12日 717 640 89.3% 456 153 136 661
釧 路 ６月21日 262 217 82.8% 419 40 31 583
根 室 ６月22日 437 403 92.2% 467 88 85 638
北 見 ６月23日 320 291 90.9% 420 25 19 566
合 計 1,995 1,785 89.5% 431 314 277 593
前 月 2,647 2,230 84.2% 455 389 329 646
前年同月 2,143 1,895 88.4% 529 268 234 753
　７月の初妊牛動向といたしまして、夏分娩から秋分娩へ移行し例年であれば需要が高まっ
てくる時期になりますが、今年については、大きな相場変動は考えにくく、横這いに推移
するものと見込まれます。資源については、引き続き雌雄選別腹について不足感があります。
軟調な相場が続いているため、酪農家の中には販売へ向かず保留する傾向が見られるため、
全体の資源としては、減少することも考えられます。導入を希望される方は、余裕をもっ
たご注文をよろしくお願い申し上げます。

６月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕
市場名 種  別 出場

頭数
成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均

（
６
／
30
）

那　
　
須

F１雄 172 172 66 294,800 16,500 204,203

F１雌 137 135 64 253,000 47,300 151,287

ホルス雄 63 62 66 144,100 31,900 95,381

　今回の初生牛相場は前号に報告した２月の平均価格と比較します
と、全ての畜種で強含みで推移し、倍以上の価格の増加となってい
ます。例年春先から夏にかけて価格は上昇傾向となりますが、７月
５日以降の平均価格をみていきますと、すでに６月をピークに弱含
みに転じていると考えられます。


